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考えてみよう
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利用者Ｃさんは、介助しようとすると 「ばか！」「あっちいけ！」と抵抗し

て爪を立て、こちらの腕をギューッと掴みます。爪の跡に血がにじむほ

どの力です。思わず「そんなことばっかりやってると、みんなに嫌われち

ゃいますよ！私も次から来ないからね！」と言ってしまいました。

この行為は、してもよいことだと思いますか？？
そう思うのは何故ですか？

あなたなら、どうしますか？？



ダメだとは思うけれど…
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一人ひとりにあわせたケアに向けて環境を整えることが重要
ということはわかりました。

でも、それまでは、利用者さんに何をされても
私たちは、ただ我慢すればいいってことですか？

いいえ、皆さんが安心してケアを提供できる環境
づくりを、経営層は行っていきます。

虐待防止は、職員一人一人だけが取り組むので
はなく、組織全体で取り組むものです。



「高齢者虐待を考える 養介護施設従事者等による高齢者虐待防止のための事例集」（認知症介護研究・研修
（仙台・東京・大府）センター）より）

養介護施設従事者等による高齢者虐待の背景要因



もっと学びたい！という時は

厚生労働省「市町村・都道府県における高齢者虐待対応と養護者支援

について」（令和５年3月）のp.117～養介護施設従事者等による高齢

者虐待の発生要因・課題の整理が掲載されているほか、虐待防止に資す

る資料、取組の参考例が記載されています。

「その人らしさを大切にしたケアをめざして」

施設内での虐待防止研修に役立つ小冊子です。

ダウンロードして活用いただけるようになっています。


